
























































操作とした． 1. 金沢大学で平成 18 年から運用されているポ タールシステムで， 
















　C-SIREN 完成後，平成 21 年 9月1日の防災の日にあわ
せて運用テストを実施しました．開発にアカンサスポータルを
利用しているため，完成時点で，金沢大学の全学生・教
職員（16,820 名）が利用者として登録されていて，この全
員に対して緊急連絡を送付しました．この内，メー ルアドレス
を登録していたのが 8,166 名（アカンサスポータルは，最初
のログイン時にメッセージ転送用のメー ルアドレスを入力する
仕様になっています．），返信したのが 4,498 名です．システ
ム完成直後の動作確認も兼ねたテストで，特段の案内もしな
かったことを考えますと，その返信数は非常に高いものと言え
るでしょう．なお，このテストで送付したメー ルの内容は，防
災の日に合わせ「普段から防災の準備をしているか」を訪
ねるものでした． 
 
　4.むすび 
 
　C-SIRENの完成によって，金沢大学は強力な緊急連絡
システムを手に入れました．今後は，C-SIRENについて，
宣伝と案内（メー ルアドレスの登録依頼等）を行っていくこと
で，システムの基盤として，緊急連絡における万全の体制を
作ることができるでしょう．その上で，組織的にC-SIRENを
どのように活用するかについては，金沢大学役員及び緊急
事態の担当部署に委ねたいと考えています． 
